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１ 

高
松
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

 
高
松
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
円
座
町
の

文
化
財
課
円
座
整
理
事
務
所
の
老
朽
化
に
伴
い
、

平
成
二
十
四
年
八
月
一
日
に
複
合
施
設
で
あ
る

「
四
番
丁
ス
ク
エ
ア
」
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
下
に
埋
も
れ

た
文
化
財
（
埋
蔵
文
化
財
）
に
か
か
わ
る
調
査
研

究
や
、
発
掘
し
た
出
土
品
、
そ
の
他
資
料
の
整
理
・

保
管
や
展
示
、
情
報
提
供
、
教
育
普
及
を
行
う
こ

と
を
業
務
と
し
て
い
ま
す
。 

全
国
で
は
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
郊
外
に
整

備
さ
れ
る
の
に
対
し
、
高
松
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
は
市
役
所
庁
舎
に
隣
接
し
た
中
心
市
街
地
に

立
地
し
、
気
軽
に
足
を
運
べ
、
親
し
め
る
埋
蔵
文

化
財
に
関
す
る
拠
点
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

高松市埋蔵文化財センター 



 

２ 

大
本
寺

だ

い

ほ

ん

じ

跡 あ
と 

大
本
寺
は
、
法
華
宗

ほ
っ
け
し
ゅ
う

（
本
門
流

ほ
ん
も
ん
り
ゅ
う

）
、

衆
し
ゅ
う

妙
山

み
ょ
う
ざ
ん

大
本
寺
と
い
い
ま
す
。 

 

寺
伝
に
よ
る
と
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
頃
、
高
松
藩
（
生
駒
家
）
の
客
臣
、
西
嶋
八
兵
衛
が
、

任
期
み
ち
て
伊
勢
藩
の
津
へ
引
き
揚
げ
る
と
き
、
大
本
寺
開
基
の
自
乾
院

じ
い
か
ん
い
ん

日
省

に
っ
し
ょ
う

上
人

し
ょ
う
に
ん

が
、
そ
の
邸
跡

（
高
松
市
三
番
丁
）
を
も
ら
っ
て
、
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
、
大
本
寺
を
創
建
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
空
襲
で
焼
失
し
た
寺
門
は
、
初
代
高
松
藩
主
・
松
平
賴
重
公
の
御
殿
の
門
（
四
脚
門
）
を

移
し
た
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
関
係
で
こ
の
寺
は
、
西
嶋
八
兵
衛
が
延
宝
八
年
（
一

六
八
〇
）
三
月
二
十
日
、
伊
賀
上
野
（
三
重
県
上
野
市
）
で
死
去
し
た
の
ち
、

釈
し
ゃ
く

智ち

賢け
ん

居
士

こ

じ

（
八
兵

衛
の
法
名
）
の
、
永
代
位
牌
所
と
な
り
ま
し
た
。 

 

初
代
高
松
市
長
赤
松

渡
わ
た
る

や
菊
池
寛
は
、
大
本
寺
の
信
徒
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
明
治
二
十
三
年
（
一

八
九
〇
）
四
月
十
日
に
は
、
初
め
て
の
高
松
市
議
会
が
こ
の
大
本
寺
で
開
か
れ
て
お
り
、
高
松
市
政

の
始
ま
り
の
貴
重
な
場
所
で
し
た
。 

 

寺
は
戦
災
で
焼
け
、
そ
の
後
、
都
市
計
画
の
実
施
で
現
在
の
築
地
町
に
移
転
し
、
寺
の
あ
っ
た
場

所
は
四
番
丁
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
小
学
校
も
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
新
番
丁
小

学
校
に
な
り
、
現
在
は
高
松
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。 



 

３ 

法
泉
寺 

 
禅
宗
の
臨
済
宗
京
都
妙
心
寺
末
寺
で
山
号
は

龍
松
山
と
い
い
ま
す
。
本
尊
は
釈
迦
如
来
で
す
。 

寺
伝
に
よ
る
と
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）

八
月
、
生
駒
親
正
が
讃
岐
国
守
と
な
っ
た
と
き
、

秀
吉
が
帰
依
し
て
い
る
大
川

だ
い
せ
ん

長
老

ち
ょ
う
ろ
う

が
今
讃
岐
に

い
る
と
聞
い
た
親
正
は
、
す
ぐ
さ
ま
部
下
に
探

さ
せ
た
と
こ
ろ
、
志
度
の
海
蔵
院
に
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
の
で
、
早
速
面
会
し
ま
し
た
。
親

正
は
鵜
足
郡

う

た

づ

（
宇
多
津
）
へ
寺
を
建
て
て
大
川

長
老
を
住
ま
わ
せ
、
寺
を
生
駒
家
の
菩
提
所
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
法
泉
寺
の
始
ま
り
で
す
。 

高
松
城
主
と
な
っ
た
親
正
の
子
、
一
正
に
よ

っ
て
、
法
泉
寺
は
高
松
三
番
丁
に
移
さ
れ
ま
し

た
。 

 

法泉寺 



 

※ 

生
駒
廟 

釈
迦
像
の
北
側
、
奥
ま
っ
た
場
所
に
小
さ
な
半
間
四
方
の
生
駒
廟
と
呼
ば
れ
る
堂
が
あ
り
ま
す
。

屋
根
は
本
瓦
葺
の
宝
形
造
り
で
、
間
口
一
間
（
約
一
．
八
一
メ
ー
ト
ル
）
、
奥
行
一
間
の
小
堂
で
す
。

軒
は
一
重
繁
垂
木

い
ち
じ
ゅ
う
し
げ
だ
る
き

、
軸
部
は
面
取
角
柱
、
組
物
は
和
様
三
ツ
斗
、
四
方
の
頭
と
腰
に
長
押

な

げ

し

を
う
ち
、

正
面
に
は
長
押
間
に
両
開
き
桟
唐
戸
を
つ
り
込
み
、
頭
貫
の
上
に
は
正
面
の
蟇
股

か
え
る
ま
た

に
竹
と
虎
の
彫
刻

で
、
桃
山
時
代
の
特
色
が
出
て
い
ま
す
。 

内
部
に
は
生
駒
家
二
代
・
生
駒
一
正
（
一
五
五
五
～
一
六
一
〇
）
、
三
代
・
生
駒
正
俊
（
一
五
八
六

～
一
六
二
一
）
の
五
輪
塔
の
墓
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
五
輪
塔
は
小
さ
な
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
戒

名
が
墨
書
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
法
泉
寺
の
寺
名
は
、
生
駒
正
俊
の
戒
名
に
由
来
し
ま
す
。 

 

高
松
空
襲
に
よ
っ
て
法
泉
寺
は
打
撃
を
受
け
、
寺
域
も
戦
後
の
区
画
整
理
等
に
よ
り
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。
生
駒
廟
・
釈
迦
像
と
も
に
移
転
し
て
お
り
、
西
側
道
路
の
歩
道
に
建
て
ら
れ
た
旧
位
置

を
示
す
石
碑
が
、
戦
前
の
状
況
を
伝
え
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

 
 

※ 

銅
鐘
（
県
指
定
有
形
文
化
財
） 

 

こ
の
銅
鐘
は
、
総
高
八
十
七
セ
ン
チ
、
口
径
五
十
三
セ
ン
チ
、
厚
さ
五
．
五
セ
ン
チ
、
乳ち

ち

は
四
段

四
列
の
小
振
り
の
銅
鐘
で
す
。
も
と
は
備
前
国
金
岡
庄
（
岡
山
県
岡
山
市
西
大
寺
）
窪
八
幡
に
あ
っ



 

た
も
の
で
、
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
銘
に
は
「
鎌
倉
時
代
の
元
徳

げ
ん
と
く

二
年
（
一
三
三
〇
）
の
青
陽
す

な
わ
ち
正
月
に
、
神
主
藤
井
弘
清
と
沙
弥
尼
道
証
の
子
孫
が
願
主
と
な
り
、
吉
岡
庄
（
金
岡
庄
の
北

方
）
の
庄
園
の
管
理
人
で
あ
る
政
所
が
合
力
し
、
諸
方
十
方
の
庶
民
が
檀
那

だ

ん

な

と
な
っ
て
銅
類
物
を
そ

え
、
大
工
（
鋳
物
師
）
宗
連

む
ね
つ
ら

以
下
が
こ
れ
を
鋳
た
」
と
あ
り
ま
す
。 

 

文
禄
の
役
（
一
五
九
二
）
に
、
生
駒
親
正
・
一
正
の
父
子
が
朝
鮮
に
出
陣
し
た
時
、
こ
の
鐘
を
陣

鐘
と
し
て
持
参
し
、
帰
国
後
、
生
駒
家
の
菩
堤
寺
で
あ
る
法
泉
寺
へ
寄
進
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

市
内
で
は
、
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
国
分
寺
銅

鐘
、
屋
島
寺
梵
鐘
に
つ
い
で
古

い
も
の
で
す
。 

 

銅鐘 



 

４ 

日
和
山

ひ

よ

り

や

ま

神
社 

 
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
高
松
藩
が
お
船
蔵

を
築
い
た
と
き
に
掘
り
起
こ
し
た
土
砂
を
盛
り

上
げ
た
丘
に
、
航
海
の
守
護
神
と
言
わ
れ
る
金

毘
羅
大
権
現
（
大
物
主
命

お
お
も
の
ぬ
し
の
み
こ
と

）
を
勧
請
し
て
祀
っ

た
も
の
で
、
俗
に
「
お
船
蔵
の
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
」

「
日
和
山
の
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
」
な
ど
と
言
わ
れ

て
、
庶
民
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。 

 

日
和
山
と
は
、
こ
の
傍
ら
に
藩
の
日
和
見
番

所
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
こ
の
番
所
は
、
藩
主
が

参
勤
交
代
で
江
戸
に
出
府
す
る
際
、
家
来
が
当

社
に
遣
わ
さ
れ
航
海
安
全
を
祈
願
す
る
一
方
、

そ
の
出
航
前
後
に
は
こ
こ
か
ら
刻
々
城
内
へ
海

の
模
様
が
報
告
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
社
は
藩
主
の
社
で
あ
っ
た
の
で
、
庶
民
は
参

日和山神社 



 

拝
を
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
八
代
藩
主
松
平
賴
儀

よ
り
の
り

の
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
一
八
）
に
、

初
め
て
庶
民
の
参
拝
が
許
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
幾
度
か
移
転
を
経
て
現
在
地
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。 

 
境
内
に
は
金
毘
羅
燈
籠
が
あ
り
、
「
文
化
三
丙
寅
年
九
月
吉
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

５ 
泉
立
寺 

 

日
蓮
宗
久
遠
寺
（
山
梨
県
身
延
山
）
派
、
高
照
山

中
道
院
。
本
尊
は
釈
迦
如
来
。 

 

承
応
年
間
（
一
六
五
二
～
五
五
）
高
松
藩
付
の
家

老
で
、
日
蓮
信
者
で
あ
る
肥
田
和
泉
守
政
勝

ひ

だ

い

ず

み

の

か

み

ま

さ

か

つ

が
、
こ

の
地
に
あ
っ
た
法
華
宗
妙
要
寺
を
造
り
か
え
て
、
泉

立
寺
に
改
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
肥
田
政
勝
は
、

松
平
賴
重
に
付
き
従
っ
て
高
松
に
入
っ
た
重
臣
で
す
。 

 

そ
の
後
、
幕
末
の
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
も

造
り
か
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

泉立寺 



 

６ 

向
山

さ
き
や
ま 

周

慶

し
ゅ
う
け
い

（
一
七
四
六
～
一
八
一
九
） 

 
向
山
周
慶
は
、
大
内
郡
湊
村
（
現
在
の
白
鳥
町
湊
）
で
庄
屋
を
務
め
る
向
山
政
永
の
三
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
名
は
政
章
と
言
い
、
第
五
代
高
松
領
主
松
平
賴よ

り

恭た
か

の
時
代
に
、
藩
医
池
田
玄
丈
に

つ
い
て
医
術
を
学
び
ま
し
た
。 

十
六
歳
で
師
の
玄
丈
が
藩
命
で
続
け
て
い
た
砂
糖
精
製
の
研
究
を
託
さ
れ
、
以
来
三
十
年
に
及
ぶ

苦
難
の
歳
月
を
経
て
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
初
め
て
白
糖
の
精
製
に
成
功
し
、
大
坂
市
場
で
讃

岐
の
和
三
盆
糖
と
し
て
、
そ
の
名
声
を
高
め
ま
し
た
。
こ
の
成
功
の
陰
に
は
、
周
慶
が
危
難
を
救
っ

た
医
学
生
や
四
国
遍
路
の
関
良
助
と
い

う
、
当
時
砂
糖
生
産
の
先
進
地
だ
っ
た

薩
摩
国
（
現
在
の
鹿
児
島
県
）
出
身
の

人
物
が
い
て
、
こ
の
二
人
の
協
力
が
成

功
の
大
き
な
カ
ギ
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
周
慶
と
良
助
を
祀
っ
た
向
良

こ

う

ら

神
社

が
、
周
慶
の
生
地
の
白
鳥
町
と
、
高
松

市
松
島
町
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。 

向山周慶の墓 



 

７ 

弘
憲
寺 

真
言
宗
高
野
山
派
、
利
剣
山
遍
照
光
院
と

い
い
ま
す
。
本
尊
は
不
動
明
王
（
国
指
定
重

要
文
化
財
）
で
す
。 

天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
讃
岐
の
国
守

と
な
っ
た
生
駒
親
正
は
、
鵜
足
郡

う

た

づ

（
宇
多
津
）

に
あ
っ
た
廃
寺
と
な
っ
て
い
た
法
勲
寺
の
本

尊
、
霊
宝
を
近
く
に
あ
る
島
田
寺
に
移
し
再

興
し
ま
し
た
。 

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
七
十
八
歳
の
高

齢
で
高
松
城
内
で
死
去
し
た
親
正
の
菩
提
を

弔
う
た
め
、
子
の
一
正
は
、
法
勲
寺
を
高
松

に
移
し
、
父
の
菩
提
を
弔
う
た
め
親
正
の
墓

を
建
て
る
と
と
も
に
、
生
駒
親
正
の
法
名
（
海

依
弘
憲
大
禅
定
門
）
か
ら
弘
憲
寺
と
改
称
さ

せ
ま
し
た
。 

弘憲寺 



 

弘
憲
寺
に
は
本
尊
の
不
動
明
王
だ
け
で
な
く
多
く
の
寺
宝
が
残
さ
れ
て
お
り
、
鋳
銅
製
で
鍍
金
を

加
え
た
金
剛
盤
な
ど
密
教
法
具
一
式
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
は
東
京
国
立
博
物
館
で
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。
二
代
目
の
住
職
で
あ
る
宥
遍

ゆ
う
へ
ん

上
人
は
高
野
山
浄
菩
提
院
の
住
職
で
し
た
が
、
嵯
峨
大
覚
寺

法
親
王
が
高
野
山
に
遊
学
し
た
時
、
宥
遍
を
師
と
仰
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
を
縁
と
し
て
寛
永
十
三
年
（
一

六
三
六
）
に
上
人
号
を
授
か
り
ま
し
た
。
法
親
王
は
後
水
尾
天
皇
の
皇
子
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
宥
遍

上
人
は
天
皇
か
ら
七
條
袈
裟
を
賜
っ
て
い
ま
す
。
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
大
覚
寺
法
親
王
の
命
に

よ
り
、
大
覚
寺
の
末
寺
と
な
り
、
弘
憲
寺
は
讃
岐
の
触
頭

ふ
れ
が
し
ら

と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
宥
遍
上
人
は
怪
力

で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
本
堂
の
前
に
あ
る
大
き
な
石
は
、
怪
力
の
噂
を
聞
い
た
魔
物
が
力
を
試
そ
う

と
投
げ
込
ん
だ
石
を
、
上
人
が
瞬
時
に
投
げ
返
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
弘
憲
寺
は
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
朝
敵
事
件
の
責
任
を
負
っ
た
二

家
老
の
う
ち
、
小
河
又
右
衛
門
久
成
が
切
腹
し
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

《
触
頭

ふ
れ
が
し
ら

》 

江
戸
時
代
、
寺
院
・
神
社
の
な
か
か
ら
選
定
さ
れ
、
寺
社
奉
行
か
ら
出
る
命
令
の
伝
達
や
、
寺
社

か
ら
出
る
訴
訟
の
取
次
ぎ
に
あ
た
っ
た
神
社
や
寺
院
の
こ
と
。 

 



 

《
二
家
老
》
小
夫
兵
庫
正
容
と
小
河
又
右
衛
門
久
成 

小
夫
兵
庫
正
容

お

ぶ

ひ

ょ

う

ご

ま

さ

し

ず

（
四
十
三
歳
） 

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
家
老
と
な
り
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
の
際
、
官
軍
に
発
砲
し
朝
敵
と
な
り

ま
し
た
。
朝
敵
事
件
の
責
任
を
と
り
、
正
覚
寺
で
切
腹
し
藩
難
に
殉
じ
ま
し
た
。 

小
河
又
右
衛
門
久
成

お

ご

う

ま

た

え

も

ん

ひ

さ

し

げ

（
二
十
七
歳
） 

文
・
武
・
書
の
道
を
治
め
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
家
老
と
な
り
ま
し
た
。
小
夫
兵
庫
正
容
と

と
も
に
朝
敵
事
件
の
責
任
を
と
り
、
檀
那
寺
で
あ
っ
た
弘
憲
寺
で
切
腹
し
ま
し
た
。 

 

※ 

讃
留
霊
王

さ

る

れ

お

う

神
社
の
祠 

弘
憲
寺
の
南
西
の
隅
に
讃
留
霊
王
神
社
の
祠
が
あ
り
ま
す
。
元
は
法
勲
寺
に
あ
り
ま
し
た
。 

《
讃
留
霊
王
の
伝
説
》 

景
行
天
皇
の
頃
、
土
佐
の
海
に
大
魚
が
現
れ
て
、 
船
や
人
を
襲
い
暴
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
知

っ
た
景
行
天
皇
は
日
本
武
尊

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

の
子
、
霊
子

れ

い

し

（
武
殻
王
・
タ
ケ
カ
イ
コ
オ
ウ
） 

に
悪
魚
退
治
を
命
じ

ま
す
。
悪
魚
退
治
を
命
じ
ら
れ
た
王
は
さ
っ
そ
く
土
佐
に
向
か
い
ま
す
が 

、
大
魚
は
讃
岐
の
国
へ
移

動
し
て
い
ま
し
た
。
大
魚
を
追
い
か
け
て
讃
岐
に
や
っ
て
き
た
王
は
、
船
と
兵
士
を
集
め
大
魚
と
の



 

戦
に
備
え
ま
す
。 

い
よ
い
よ
戦
は
始
ま
り
ま
し
た
が
、
瀬
戸
内
海
を
自
在
に
泳
ぎ
回
る
大
魚
に
、
王
の
乗
っ
た
軍
船

は
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
王
は
何
と
か
大
魚
の
腹
の
中
か
ら
脱
出
す
る
方
法
を
考
え
、
軍

船
に
火
を
つ
け
る
こ
と
を
思
い
付
き
ま
し
た
。
火

に
焼
か
れ
て
も
が
き
苦
し
む
大
魚
の
腹
を
切
り
裂

い
て
、
脱
出
し
大
魚
を
退
治
し
ま
す
。 

景
行
天
皇
に
大
魚
退
治
を
認
め
ら
れ
た
王
は
、

讃
岐
の
土
地
を
与
え
ら
れ
、
城
山
に
館
を
構
え
、

讃
留
霊
王
（
讃
岐
に
留
ま
る
霊
王
）
と
な
り
ま
す
。

讃
留
霊
王
は
、
晩
年
新
し
く
館
を
建
て
る
場
所
を

探
し
、
城
山
か
ら
矢
を
放
ち
ま
し
た
。
矢
が
突
き

た
っ
た
の
は
、
古
代
寺
院
の
法
勲
寺
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
讃
留
霊
王
は
百
二
十
四
歳

ま
で
長
生
き
し
、
そ
の
亡
骸
は
現
讃
留
霊
王
神
社

境
内
（
丸
亀
市
飯
山
町
）
に
あ
る
讃
留
霊
王
古
墳

に
葬
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

讃留霊王神社の祠 



 

※ 

生
駒
親
正
夫
妻
墓
所
（
県
指
定
史
跡
） 

弘
憲
寺
本
堂
の
西
隣
に
あ
る
境
内
墓
地
に
、

人
目
を
ひ
く
大
型
の
五
輪
塔
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
、
高
松
城
主
生
駒
家
初
代
の
親
正
夫
妻
の

墓
塔
で
す
。 

 

墓
塔
は
、
角
礫
凝
灰
岩
で
製
し
た
五
輪
塔
で
、

向
か
っ
て
右
が
親
正
の
墓
で
、
総
高
三
．
〇
九

メ
ー
ト
ル
、
左
の
夫
人
の
墓
も
形
状
は
似
て
い

ま
す
が
総
高
二
．
九
メ
ー
ト
ル
。
ど
ち
ら
も
地

輪
（
基
礎
）
の
前
面
に
、
法
名
・
慶
長
十
四
年

（
一
六
〇
九
）
に
嗣
子
一
正
建
立
と
い
う
刻
銘

が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
は
風

化
し
て
、
剥
落
の
た
め
消
滅
し
て
い
ま
す
。 

 

関
ヶ
原
の
戦
い
で
敗
れ
た
生
駒
親
正
は
、
高

野
山
に
登
り
、
髪
を
そ
り
落
と
し
仏
門
に
入
っ

て
ひ
た
す
ら
罪
を
謝
し
、
ま
た
子
一
正
の
功
も

生駒親正夫妻墓所 



 

あ
っ
た
の
で
、
徳
川
家
か
ら
許
さ
れ
て
高
松
城
に
帰
り
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
二
月
十
三
日
没

し
ま
し
た
。
綾
歌
郡
飯
山
町
に
あ
っ
た
旧
法
勲
寺
を
子
一
正
が
こ
こ
に
移
築
し
て
弘
憲
寺
と
し
ま
し

た
。
初
代
高
松
城
主
の
墓
所
と
し
て
、
意
義
あ
る
史
跡
で
す
。 

 

８ 
若
一
王
子
神
社 

祭
神
は
莵
道
雅
郎
子
命

う
じ
の
わ
き
い
ら
つ
こ
の
み
こ
と

。 

創
祀
は
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
、
紀
州
の
住
人

で
新
羅

し

ん

ら

三
郎

さ
ぶ
ろ
う

義
光

よ
し
み
つ

（
源
義
光
）
の
子
孫
で
あ
る
野

原
郷
の
地
頭 

岡
田
丹
後
守
宗
重
が
、
紀
州
熊
野
の

若
一
王
子
社
の
分
霊
を
む
か
え
、
こ
こ
に
創
祀
し

ま
し
た
。
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
、
岡
田
丹
後
守

清
家
が
社
殿
を
再
建
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
浜
ノ

丁
の
蓮
華
寺
が
創
建
さ
れ
、
社
僧
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
も
、
岡
田
氏
の
子
孫
が
江
戸
初
期
ま
で

相
次
い
で
お
ま
つ
り
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
岡

田
氏
は
、
江
戸
時
代
に
高
島
氏
を
名
乗
っ
た
た
め
、

若一王子神社 



 

こ
の
周
辺
は
「
高
島
町
」
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
年
の
戦
災
で
社
殿
が
炎
上
し
、
今
の
社
殿
は
、
戦
後
の
再
建
で
す
。 

 
９ 
愛
宕
神
社 

 

江
戸
時
代
の
城
下
絵
図
に
よ
る
と
糸
撚

い
と
よ
り

愛
宕

社
と
あ
り
、
北
側
が
海
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ

に
は
糸
浜
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
野
原
郷
の
西
浜
城

主 

岡
田
丹
後
守
清
高
に
よ
っ
て
、
弓
箭
の
神
と

し
て
創
祀
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
糸
浜
の
松

林
中
の
景
勝
地
に
鎮
座
す
る
住
吉
神
社
の
傍
ら

に
遷
さ
れ
、
鎮
火
、
尚
武
の
神
と
し
て
近
在
の

人
々
に
敬
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

文
安
年
間
（
一
四
四
四
～
四
九
）
岡
田
丹
後

守
宗
高
に
よ
っ
て
神
域
が
拡
張
さ
れ
、
元
亀
元

年
（
一
五
七
〇
）
に
は
社
殿
が
修
築
さ
れ
た
と

愛宕神社 



 

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
生
駒
氏
は
当
社
を
祈
願
所
と
す
る
と
と
も
に
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
に
は
社
領
を
寄
進
し

ま
し
た
。
高
松
松
平
家
初
代
・
賴
重
も
厚
く
崇
敬
し
た
そ
う
で
す
。 

讃
州
府
誌
に
「
岡
田
丹
後
源
清
高
居
二

香
川
郡
坂
田
郷
一

弘
安
中
建
二

箆
原
西
浜
愛
宕
社
一

修
二

復
王

子
権
現
一

／
弘
安
年
間
（
一
二
七
八
～
八
八
）
」
と
あ
っ
て
、
上
記
と
の
年
代
等
は
合
致
し
な
い
も
の

の
、
東
隣
の
若
一
王
子
神
社
と
の
関
係
を
示
峻
し
て
い

ま
す
。 

愛
宕
神
社
の
境
内
末
社
と
し
て
住
吉
神
社
が
あ
り
ま

す
。
も
と
も
と
住
吉
神
社
の
鎮
座
し
て
い
た
場
所
に
愛

宕
神
社
が
移
っ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
吉
神
社

そ
の
も
の
は
城
下
町
の
北
西
に
あ
り
、
潮
留
の
宮
と
し

て
藩
主
の
崇
敬
が
篤
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

な

お

、

住

吉

神

社

は

表
筒
男
命

う
わ
つ
つ
お
の
み
こ
と

、

中
筒
男
命

な
か
つ
つ
お
の
み
こ
と

、

底
筒
男
命

そ
こ
つ
つ
お
の
み
こ
と

以
外
に
大
物
主
命

お
お
も
の
ぬ
し
の
み
こ
と

、
崇
徳
天
皇
、
素
盞
之
命

す
さ
の
お
の
み
こ
と

を
祭
神
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
四
年
（
一
九
二

九
）
に
境
内
末
社
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
八
坂
神
社
と

愛宕神社のナギの木 



 

琴
平
神
社
を
合
祀
し
た
た
め
で
す
。 

１０ 

蓮
華
寺 

 
真
言
宗
御
室
派
。
本
尊
は
聖
観
世
音
菩
薩
で
す
。 

 

蓮
華
寺
は
香
西
氏
配
下
の
武
将
で
あ
っ
た
岡
田
氏
の
城
館
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
松
城
築

城
後
は
、
浜
ノ
丁
に
移
転
し
て
き
た
無
量
寿
院
の
塔
頭

た
っ
ち
ゅ
う

に
な
り
ま
し
た
。
境
内
に
は
明
和
七
年
（
一

七
七
〇
）
の
一
石
一
字
法
華
経
塔
や
、
戦
前
の
実
業
家
中
野
武
営
の
墓
が
あ
り
ま
す
。 

 

※ 

中
野

な

か

の 

武
営

た
け
な
か

（
一
八
四
八
～
一
九
一
八
） 

 

中
野
武
営
は
、
高
松
市
鉄
砲
町
（
現
在
の
高
松
市
扇
町
）
高
松
藩
勘
定
奉
行
・
中
野
次
郎
兵
衛
武

憲
の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
厳
格
な
父
の
教
育
を
受
け
、
二
十
三
歳
で
県
役
人
、
二
十
八
歳
で

上
京
し
て
内
務
省
（
現
在
の
総
務
省
）
役
人
と
な
り
、
当
時
至
難
で
あ
っ
た
地
租
改
正
を
担
当
し
ま

し
た
。 

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
香
川
第
一
区
か
ら
立
候
補
し
て
当
選

し
、
以
来
八
回
（
本
県
か
ら
連
続
七
回
、
東
京
か
ら
一
回
当
選
）
を
数
え
ま
す
。
そ
の
傍
ら
実
業
界

に
入
り
、
東
京
馬
車
鉄
道
会
社
副
社
長
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
四
十
九
歳
で
第
二
代
東
京
商
業
会



 

議
所
会
頭
と
な
り
、
東
京
証
券
取
引
所
設
立
や
東
京
市
会
議
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。 

明
治
四
十
二
年
、
米
国
視
察
団
を
結
成
し
た
と
き
に
団
長
を
務
め
る
な
ど
、
実
業
家
と
し
て
産
業

の
発
展
に
も
尽
く
し
ま
し
た
。 

    

【
参
考
文
献
】 

現
地
説
明
板 

弘
憲
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ー
ジ 

「
高
松
の
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」
平
成
四
年
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月
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発
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松
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史
民
俗
協
会
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松
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「
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年
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四
国
新
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「
新
修
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松
市
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」 

昭
和
四
十
一
年
二
月
一
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日
発
行 

高
松
市
役
所 

「
高
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ま
ち
あ
る
記
」 

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
発
行 

 

高
松
松
平
藩
歴
史
・
文
化
探
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推
進
協
議
会



 

高松駅 

四番丁スクエア 

法泉寺 

弘憲寺 

蓮華寺 

日和山神社 

若一王子神社 

愛宕神社 
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紺屋町バス停 
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９月２８日（日） ＪＲ高松駅からの復路 

◆ＪＲ予讃線（下り） 

    12：27 発、12：52 発 

  ◆ＪＲ高徳線（下り） 

   11：59 発、12：50 発 

次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ  －  マ 長尾寺周辺を訪ねる  

 と  き 平成２６年１０月２６日（日）  

      ９：３０～１２：００頃  

 集合場所 ことでん長尾駅  

 講  師 三好 成其さん  

（さぬき市文化財保護協会会長）  

☆広報「たかまつ」１０月１５日号に開催案内を掲載し

ますので、ご覧ください。  

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、文化財

課（TEL 839－2660「午前７時 30 分～開始時間まで」）

でお知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」で

す。）  

 

★次回の交通案内★ ---------------------------------------  

◆ことでん長尾線 

（高松築港駅）   （瓦町駅）    （長尾駅）  

8：20 発  →  8：25 発  →  9：00 着 

8：43 発  →  8：49 発  →  9：24 着 

 



 

  

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

（必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、道路

の端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。  

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。  

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気

をつけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  

「ふるさと探訪」に  

参加される皆様へ  

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、  

 安全で意義のある探訪としましょう。  

 


